
 

保健予防課 

 

事業の目的・概要 

帯状疱疹は、50 歳以上になると発症率が高くなり、80歳までに約 3人に 1人が発症する

と言われています。また、症状が治った後も長期間痛みが続く場合があります。帯状疱疹の

発症と重症化を予防するため、帯状疱疹ワクチンの任意接種にかかる費用の一部を助成し

ます。 

 

主な取組内容 

 帯状疱疹ワクチン接種費用の一部助成 

   50 歳以上の区民を対象に、帯状疱疹ワクチンの接種費用の一部を助成します。費用

助成の対象となるワクチンは「乾燥弱毒生水痘ワクチン」及び「乾燥組換え帯状疱疹ワ

クチン」で、ワクチンの種類に応じた金額を助成します。 

 

 乾燥弱毒生水痘ワクチン 乾燥組換え帯状疱疹ワクチン 

助成額 1 回当たり 5,000 円 1 回当たり 10,000 円 

助成回数 1 回まで 2 回まで 

 

 

 

 

 

【既定】 予防接種 予算額 2,037,042千円 
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